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１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和６年６月２８日（金） 午後２時５０分～午後３時４０分 

            ・学校経営方針、主な学校行事について 

・今後の連携について 

（２）第２回実施日時 令和７年１月１７日（金） 午後１時００分～午後２時００分 

・学校評価アンケート集計結果考察について 

 

２ 参加者   校長、副校長、学校評議員５名 

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む）  

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

 

Ⅰ 学校全体について 

・「学校の雰囲気」「教職員の

対応」「学校と地域の連携」

「教育活動全体」について 

◎全ての項目において、生徒の肯定

的評価が昨年度より上がった。特に

「学校の雰囲気」「教職員の対応」に

ついては９０％以上となり、「教育活

動全体」に満足している割合も、昨年

度より１４P以上上がった。これは教

職員が生徒に寄り添いながら主体的

活動を促してきた成果と言える。 

◎保護者の肯定的評価は「教職員の

対応」が１０P 上がり、９０％台とな

った。教職員の肯定的評価も、昨年度

に引き続き１００％を維持してい

る。 

●地域の肯定的評価は「学校の雰囲

気」「教育活動全体」について昨年度

より下がる結果となった。これは「判

断できない」という回答が増えたた

めであり、さらなる情報発信の工夫

が課題と言える。 

・ホームページの「学校日記」や

学校便り、学年便り等で学校の様

子を伝えているが、地域の方には

伝わりにくい部分もある。正門前

の掲示板も活用しているが、住区

センターや児童館にも掲示をお

願いしたり、学校行事の案内や生

徒の作品等を展示させていただ

くなど、地域と連携しながら情報

発信の場を広げていく。また、ホ

ームページ上の古い情報は更新

し、レイアウトを見やすく工夫す

る。 

 

 

Ⅱ 教育目標について 

・「教育目標の設定」「内容の

理解」について 

◎四者ともに、肯定的評価の割合が

昨年度とほぼ同じ又はやや上がる結

果となった。これは今年度から始ま

・研究開発学校のグランドデザ

インに「教育目標の達成に向けた

取組」を明記し、周知してきた。

 



った研究開発校の取組を、「教育目標

の達成のため」と位置づけ、様々な機

会を通して情報発信してきた成果と

言える。 

次年度は生徒の自己調整力を育

む活動をさらに具現化し、自己肯

定感を高めることでさらに教育

目標の浸透を図る。 

Ⅲ 心の教育について 

・道徳科の授業等における「命

の大切さや思いやりの心を

育む教育活動の充実」につい

て 

◎生徒と教職員の肯定的評価は昨年

度とほぼ同じだが、保護者の割合は

１０P 以上上がり、８３％となった。

これは教職員が命の大切さや思いや

りに関する指導を行った際に、その

状況を保護者に伝え、連携しながら

指導してきた成果と言える。 

・道徳科の授業は年間指導計画

に基づき実施しているが、それだ

けでなく、生徒の実情に応じた心

の教育を、全教育活動を通して実

施する。また、教職員の言動が生

徒の模範となるよう意識し、普段

から互いに声をかけあう雰囲気

を醸成する。 

 

Ⅳ 学習指導等について 

・「学力の定着・向上に向けた

授業改善」「学習用情報端末

を活用した学習指導」につい

て 

 

◎生徒と教職員の肯定的評価は昨年

度とほぼ同じだが、保護者の肯定的

評価は「学力の定着・向上」で８５％、

「学習用情報端末の活用」で９２％

と昨年度より１５P 上がる結果とな

った。これは smart time の取組や学

習用情報端末の活用場面を、授業公

開や学年便り、ホームページの「学校

日記」等で保護者に伝えてきた成果

と言える。 

・生徒の自己調整力を育みなが

ら、学力の定着・向上を図るため

に、次年度も smart time で学習

課題の振り返りと計画を立てる

取組を行う。さらに、朝学習や

kind time、放課後学習教室等で、

生徒が自ら課題に取り組む時間

を新たに設定する。授業では単元

内で適宜自由進度学習を取り入

れ、指導の個別化や学習の個性化

をさらに進めていく。 

 

Ⅴ 体育・健康教育について 

・「体力向上・健康の促進に向

けた取組」について 

◎生徒と教職員の肯定的評価は昨年

度とほぼ同じだが、保護者の割合は

１０P 以上上がり、９１％となった。

これは保健体育の授業だけでなく、

給食便りや保健便り等を通して健康

教育の様子を保護者に伝えたり、給

食試食会を実施し、保護者の感想や

意見・要望等を生かしてきた成果と

言える。 

・体力向上については「めぐろこ

こカラダシート」を活用した授業

改善を継続し、生徒が自ら課題設

定、課題解決する力を育む。また、

次年度も性教育の授業を実施し、

生徒が思春期の心と体について

正しい知識を得る機会を設定す

るとともに、学校と家庭が連携し

ながら指導できるよう保護者へ

の情報発信を丁寧に行う。 

 

 

Ⅵ 特別活動について 

・「学校行事や生徒会活動、部

活動の充実」について 

◎生徒、保護者、地域の肯定的評価は

いずれも９０％以上となり、保護者

の割合は昨年度より１２P 上がる結

果となった。 

⦿教職員の肯定的評価も９５％であ

るが、昨年度よりやや下がる結果と

・合唱コンクールでは、有志合唱

団の発表等、生徒と教職員がとも

に活動する姿が評価され、今後の

教育活動を活性化するための１

つの好事例となった。他の学校行

事や生徒会活動においても、生徒

 



なった。これは学校行事、生徒会活

動、部活動それぞれについて運営面

での見直しが必要になった際に、教

員間での共通理解が不十分なことが

あったためと言える。 

と教職員がともに活動しながら、

保護者や地域との関わりを深め

ていけるようにする。また、その

ためにも主幹・主任教諭を中心

に、組織的に学校運営を行う体制

を強化する。 

Ⅶ 学校生活全般（学習・

生活規律）について 

・「落ち着いて学習に取り組ん

でいるか」について 

⦿保護者の肯定的評価は１０P 上が

ったが、生徒・地域の割合は昨年度よ

りやや下がる結果となった。これは、

従来の講義形式の授業が減り、生徒

が自ら考え行動する「自己選択学習」

を進めてきた結果、他と協働しなが

ら学ぶ機会が増え、生徒は「落ち着い

た」という言葉にそぐわないと判断

したためと考えられる。地域につい

ては「判断できない」という回答が増

えたためと言える。 

・個別最適な学びと協働的な学

びを充実させるための授業改善

が進み、従来の「教師」対「生徒」

という学びのスタイルが変化し

てきた。教員はファシリテーター

として生徒の活動を支援しなが

らも、メリハリのある指導を行う

必要がある。次年度は授業と評価

の一体化についても見直し、授業

改善をさらに進めていく。また、

学校公開の機会を増やす等、保護

者や地域に生徒の様子を伝える

工夫をする。 

 

・「災害や事件・事故等の防止

に関する安全教育」について 

◎生徒、保護者、教職員ともに肯定的

評価が９０％以上となった。これは、

災害や事件・自己等の防止に関する

行事が充実し、学校便りや学年便り、

ホームページ等でその様子を伝えて

きた成果と言える。 

・今年度は救急救命講習を全学

年で実施し、３年生で性教育の授

業を行う等、例年以上に安全教育

に力を入れてきた。１年生の気仙

沼自然宿泊体験教室では、現地の

方から話を伺い、生徒に災害対策

を自分事として捉えさせること

ができた。さらに今年度は地域の

避難所運営訓練を実施し、教職員

も防災知識を得ることができた。

次年度も、自分事として捉えられ

るような安全教育を実施する。 

・学校公開日の受付で人手が

足りないことがあり、安全面で

気になった。特に平日は PTA

の協力を得るのも難しいので、

用務主事や事務職員と連携し

たり、正門前に犯罪抑止となる

ような掲示物を置くなど対策

を検討したい。 

・子どもたちの金銭感覚が昔

とずいぶん変わってきている。

インターネットを介して簡単

に物を売り買いできる時代だ

からこそ、学校と家庭が連携し

て安全教育を進めていかなけ

ればならないと感じた。 

・「中学校区の小学校や幼稚園

との連携」について 

 

◎教職員の肯定的評価は１００％と

なり、保護者の評価も１３P 上がり、

９４％となった。これは行事や授業

だけでなく、校内研究でも情報交換

する場を設ける等、これまで以上に

連携を深めてきた成果と言える。 

・小学校運動会でのボランティ

ア活動は、昨年度よりも参加者が

大幅に増え、生徒の自己肯定感を

高めることができた。また、家庭

科の授業の一環として近隣幼稚

園で実習を行い、職場体験や運動

 



会でも幼稚園を訪ね、生徒の学び

を深める活動を行ってきた。今年

度から校内研究で小学校と連携

を図り、授業公開や研究開発に関

する情報交換を行ってきたが、次

年度も継続し、義務教育９年間を

見通した教育活動を実践する。 

Ⅷ 情報の発信について 

・「学校の情報発信」について 

⦿保護者、教職員の肯定的評価は 

９０％以上になったが、地域の肯定

的評価は９０％を下回った。これは

Home&School やホームページの活用

が進み、保護者はいつでもどこでも

学校の情報を得ることが可能となっ

たが、地域の方は Home&Schoolが活

用できないため情報発信の方法を工

夫する必要が出てきたためと言え

る。 

・地域への情報発信は、ホームペ

ージや掲示板の活用、学校便り等

の配布が主である。まずは先述の

通り、各種お便りを地域の施設や

掲示板に掲示させていただいた

り、ホームページのレイアウトを

見やすく整理する。また、生徒の

ボランティア活動をさらに推進

し、地域の方と直接触れ合うこと

で情報発信につなげたい。生徒の

活動の様子を教職員も見届け、各

種お便りで紹介することで、さら

に地域との関係性が深まると考

えられる。 

 

Ⅸ 教員の人材育成について 

・「教員の専門性と協働性及び

教育公務員としての自覚を

高める取組」について 

●教職員の肯定的評価はやや下がり

９０％となった。これは教職員間で

職務を通して互いに声を掛け合い、

日常的にOJTの推進を図る雰囲気が

やや欠けていたためと言える。 

・教職員の個々の取組は丁寧で、

学習指導や生活指導を通した生

徒との関わりや、保護者・地域と

の連携は概ね良好である。また、

教職員間の風通しも良く明るい

雰囲気だが、ミドルリーダーを中

心とした組織的な取組はやや滞

りがちである。次年度は４５分授

業で生み出された時間を活用し、

教職員間の研修や打合せをする

時間を意図的に設定し、ミドルリ

ーダー中心に学校を創り上げて

いく。 

 

Ⅹ教員の働き方改革について 

・「組織的な業務の効率化・最

適化」について 

⦿教職員の肯定的評価は１０P ほど

下がり、８０％台となった。昨年度に

比べ、勤務時間が平均６０～９０分

ほど短くなり、これまでより負担感

は減少した。一方、今年度から始まっ

た研究開発の業務は一部偏ってしま

・時差勤務や在宅勤務の推進、電

話対応時間の短縮化、部活動の外

部委託やテスト採点の CBT 化

等、徐々に業務改善が進んでい

る。一方で、各分掌や研究開発の

業務における組織的な取組や、休

・部活動の外部委託について、

子どもたちからは「専門的な技

術指導が受けられるようにな

って良かった」という声を聞い

ている。一方、一部の保護者か

らは、「顧問と指導員との連携



った。組織的な学校運営が課題と言

える。 

憩時間の確保が課題となってい

る。次年度の組織編成にあたり、

各分掌や研究開発の業務を見直

し、研究については新たな組織を

立ち上げる等、改善を図る。また、

休憩時間は教員が授業の空き時

間を活用し、自分で設定するとと

もに、教職員間で共有できるよう

なシステムを整える。 

にやや不安を感じている」とい

う声を聞いた。外部委託が始ま

りまだ日が浅いので、連携を密

に進めてもらいたいと思った。 

Ⅺ 服務事故の防止について 

・「組織的な服務事故防止」に

ついて 

⦿教職員の肯定的評価は９０％以上

となり、概ね良好な結果と言える。こ

れは、東京都教育委員会の資料やス

ライドを活用しながら定期的に研修

を行ってきた成果と言える。 

・年度当初や長期休業前の服務

事故防止研修だけでなく、テスト

期間中の呼びかけや、服務レター

による注意喚起等を行ってきた。

次年度も引き続き、教職員同士で

互いに声を掛け合う雰囲気を作

っていく。 

 

 

 

 


